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擬縁の常襲選憲恵涼（根拠法令：教育公務員特例法） 

教授会が学長選挙管理委員会を設置し、立候補者を募ります。教員による投票を実施して得票基準を満たし 

た者を学長予定者と決定し、教授会へ報告します。その後、大学からの申し出に基づき、市長が学長を任命し 

ます。 
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（教授会の互選によi吟、教買島名選出） 
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i鰭の申出i●i…●†…●十重豆炭義光宣長予定者の決定i 
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i学生に対する意識調査i 

従来は、教員による投票で学長の選考か行わ 

れていましたガ、法人化後は、学長選考会議 

により、より広い視，点ガら学長か選ばれるこ 

とになりますね。 k 

漣大穂綴⑩璧最選憲寿滝（根拠法令：地方独立行政法大法） 
経営・教育研究の両審議会の委員の中から選出された6名による学長選考会議（理事、教職員、市民などで構成） 

の選考に基づき、理事長が学長を任命します。 

学長選考会議を申痛として決定i理事長i上玉工学長（＝副理事長）l � 

、選　考 

i経営審議会　草堂一二　撃蟻酸議　一半i教育研究審議会l 

※学長選考方法の詳細については、法人化後の学長選考会議において決定されます。間合先　政策形成課　政策担当
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